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　４月４日㈭栄中学校の入学式が行われ、10名
の新一年生が入学しました。
　これから３年間、勉強や部活動、地域活動な
どを通じて様々なことを学んでいく新入生の皆
さんの表情には、希望が満ち溢れていました。

～栄中学校 入学式～
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平成31年度当初予算の概要

会計別当初予算額

一般会計当初予算内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

会　　　　計　　　　名 平成31年度予算 対前年度比増減 一般会計からの繰入金 対前年度比増減
一　　般　　会　　計 3,219,000 △ 491,000 － －

特

別

会

計

国民健康保険（事業勘定） 244,991 25,922 13,152 2,227
国民健康保険（施設勘定） 113,720 △ 10,413 29,978 △ 7,357
秋 山 診 療 所 4,446 △ 516 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 28,399 △ 3,331 13,694 △ 2,393
介 護 保 険 404,744 8,006 87,902 △ 800
簡 易 水 道 77,914 △ 74,815 45,205 △ 4,044
生 活 排 水 処 理 60,718 △ 18,921 15,094 △ 259
農 業 集 落 排 水 17,157 2,298 10,476 2,541
ス キ ー 場 97,050 △ 44,179 76,942 8,121
ケ ー ブ ル テ レ ビ 63,213 △ 17,126 1,808 △ 2,194
　 小 　 　 　 計 　 1,112,352 △ 133,075 294,251 △ 4,158

　 合 　 　 計 　 4,331,352 △ 624,075 294,251 △ 4,158

議会費
43,440
２%

総務費
557,455
17%

民生費
565,401
18%

衛生費
197,494
６%

労働費
9,717
０%

農林水産業費
450,640
14%

商工費
251,275
８%

土木費
426,325
13%

消防費
178,099　６%

教育費
225,099　７%

災害復旧費
9,822　０%

公債費
299,233　９%

予備費
5,000　０%

分担金負担金・使用料等
42,312　１%

繰越金
15,000　１%

繰入金
533,760
17%

諸収入等
174,637
５%

地方譲与税等
106,600　３%

地方交付税
1,530,000　48%

国県支出金
360,871
11%

村債
282,300
９%

村税
173,520
５%

合計
3,219,000

合計
3,219,000

歳　　出 歳　　入

　３月定例議会において、平成31年度当初予算案が可決されました。一般会計の予算規模は32億
1,900万円で、前年度比13.2%（４億9,100万円）の減となりました。
　また、特別会計（10会計）の予算規模は11億1,235万２千円で、前年度比10.7%（１億3,307万５
千円）の減となっています。
　以下当初予算の概要についてご紹介します。
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産業の振興
【農林畜産業】
○県営中山間地域総合整備事業（30,000千円）
　長野県が行う青倉地区ほ場整備及び坪野地区水
路改修等について事業費の一部を負担します。

【労　働】
○起業支援事業・新規雇用奨励事業（8,440千円）
　村内での新規事業者等への補助及び村内企業での
新規村民雇用に対し補助します。

【観　光】
◎送迎バス等運行事業（4,920千円）
　湯沢駅から秋山郷区間と、秋山地区内において
期間限定で運行を行います。

交通体系の整備
【村　道】
○村道改良事業（157,680千円）
　村道箕作泉平線他の道路拡幅や舗装改良工事を
実施します。

【公共交通】
○デマンド交通運行業務委託（25,632千円）
　枝線対策、他の交通機関との接続調整を図り、
利用しやすく効率的な地域住民の交通確保を図
ります。

【冬期間の交通確保】
○村道除雪作業（134,507千円）

生活環境の整備
【生活支援】
○人工透析通院支援事業（4,170千円）
　人工透析患者の自家用車等での通院支援及び通
院困難者への送迎支援をします。

【住宅対策】
◎民間賃貸住宅建築補助事業（13,000千円）
　村内に一般賃貸住宅を建設・管理する事業者へ
補助金を交付します。

【消防・防災】
◎秋山地区ヘリポート整備事業（29,050千円）
　秋山地区２ヵ所にヘリポートを整備します。

主要事業　31年度当初予算に盛り込まれた主な事業について、ご紹介します。（◎は新規事業）

保健・医療・福祉の確保
【医療の確保】
○診療所の運営（118,166千円）
　栄村診療所・歯科診療所・秋山診療所を開設し、
身近な場所で医療が受けられるよう外来診療や
訪問診療で対応します。

【疾病予防】
◎インフルエンザ接種事業（4,115千円）
　18歳以下及び65歳以上の村民に対し無料で接種
を行います。

【福　祉】
○福祉医療費給付金事業（14,525千円）
　乳幼児、児童生徒、障害者等が医療機関の受診
を受けた際の医療費の一部を負担します。

高齢者対策
◎高齢者施設整備事業（36,968千円）
　村内介護施設整備に対し、経費の一部を補助し
ます。

○雪害救助・道踏み支援事業（31,347千円）
　高齢者が冬季の生活を安心に過ごせるよう、対
象世帯に救助員・支援員を派遣し除雪・道踏み
作業を行います。

地域文化と教育の振興
○栄村史編纂事業（9,886千円）
　栄村村史の調査・執筆を行います。
○学校施設工事関係（36,666千円）
　栄小学校トイレ改修工事を実施します。
○苗場山麓ジオパーク推進事業（9,932千円）
　津南町と連携し苗場山麓ジオパークを活用した
地域振興に取り組みます。

集落機能の充実
○集落支援交付金（10,460千円）
　各集落や公民館の独自活動を支援します。
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新 地域おこし協力隊員の紹介

出身：長野市
　皆様のお役に立てるように
精一杯努力いたします。
　よろしくお願いします。

出身：横倉
　早く仕事を覚えて栄村のた
めに貢献したいと思います。
　よろしくお願いします。

出身：青倉
　社会人１年目なのでフレッ
シュに頑張りたいと思います。
　よろしくお願いします。

平成31年度 栄村役場 新規採用職員の紹介

総務課　財政係

北
きた

　澤
ざわ

　一
かず

　真
ま

産業建設課　建設係

山
やま

　田
だ

　雅
まさ

　也
や

産業建設課　農林係

髙
たか

　橋
はし

　優
ゆう

　太
た

　はじめまして！
　新しく栄村地域おこし協力隊・西部地区担当と
して着任しました、佐藤慎平です！
　現在24歳で出身は岩手県盛岡市です。
　学生時代には、飯山市や菅平高原で農業に携わ
り、野沢温泉村でもリフトのアルバイトをしてい
ました。
　いつのまにか長野県を好きになっており、東京
の企業でいただいていた内定を辞退して栄村に
移住しました。
　高校、大学とラグビーをやっていたので体力に
は自信があります！
　また、カンボジアでインターンシップをしてい
たので英語も得意です！
　夢はゲストハウス兼シェアハウスを経営することですが、まずは協力隊として地域
に貢献し、一日でも早く皆さんに栄村の一員として認められたいと思っていますので、
よろしくお願いします‼
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少
し
で
も
歩
行
者
事
故
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
北
信
保
育
園
、
栄
小
学
校
、

栄
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に

交
通
安
全
物
品
と
し
て
、
反
射
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
や
手
持
ち
ラ
イ
ト
等
を
寄

付
し
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
5
月
18
日
㈯
13
時
半
か
ら
役
場
か
た

く
り
ホ
ー
ル
に
お
い
て
栄
村
交
通
安
全

協
会
総
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

警
察
官（
A
）（
2
0
2
0
年
4
月
採
用
）

　
受
験
資
格
：
①
1
9
8
4
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
又
は
2
0
2
0
年
3
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
期
間
：
5
月
27
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　
6
月
24
日
㈪

第
一
次
試
験
日
：
7
月
14
日
㈰

　警
察
行
政
職
員
（
大
卒
程
度
）

　
受
験
資
格
：
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

ア
　
1
9
8
4
年
4
月
2
日
か
ら

1
9
9
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

イ
　
1
9
9
8
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を

卒
業
し
た
人
又
は
2
0
2
0
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
期
間
：
5
月
7
日
㈫
か
ら

　
　
　
　
　
5
月
24
日
㈮

第
一
次
試
験
日
：
6
月
23
日
㈰

  

村
で
は
、
村
民
の
住
環
境
の
向
上
と

移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
た「
栄

村
民
間
賃
貸
住
宅
建
築
補
助
金
制
度
」

を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
村
内
に
民
間
資
本
に

よ
る
賃
貸
住
宅
を
建
築
す
る
法
人
に
対

し
て
、
建
築
費
を
補
助
す
る
制
度
と
な

り
ま
す
。

　
公
募
申
請
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

○
交
付
対
象
者

①
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
、
所
有
者
と
な

る
法
人

②
国
税
、
地
方
税
及
び
地
方
公
共
団
体

へ
納
付
す
べ
き
使
用
料
等
に
滞
納
が

な
い
こ
と

③
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
と
密
接
な
関

係
を
有
す
る
者
で
な
い
こ
と

④
宗
教
法
人
で
な
い
こ
と

○
交
付
対
象
物
件

①
2
戸
以
上
の
一
戸
建
て
又
は
1
棟
当

た
り
2
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

②
各
戸
に
専
用
の
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴

室
及
び
台
所
の
設
置
が
さ
れ
て
い
る

も
の

③
専
用
の
駐
車
場
の
確
保
が
さ
れ
て
い

交
通
事
故
ゼ
ロ
の

 

村
を
目
指
し
て

長
野
県
警
察
官
・

警
察
行
政
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

民
間
賃
貸
住
宅
建
築

補
助
金
制
度
に
伴
う

公
募
に
つ
い
て

関澤会長（左）より栄中学校へ安協物品の寄贈

る
こ
と

○
交
付
要
件

①
建
設
業
許
可
を
受
け
た
業
者
の
施
工

で
あ
る
こ
と

②
補
助
事
業
完
了
後
10
年
間
は
賃
貸
住

宅
と
し
て
管
理
す
る

③
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
者
は
、
当
該

住
所
地
に
住
民
登
録
す
る

○
補
助
額

　
延
べ
床
面
積
　

　
1
㎡
あ
た
り
　
4
7
，
0
0
0
円

　
※
限
度
額
　
1
3
，
0
0
0
千
円
／

　
1
事
業

○
公
募
期
間

　
令
和
元
年
５
月
７
日
〜
17
日

○
申
請
書
の
取
得
方
法

　
　
産
業
建
設
課
建
設
係
に
お
い
て
、

公
募
期
間
中
配
布
し
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
建
設
課
　
建
設
係

　
☎
0
2
6
9
│

8
7
│

3
1
1
3
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村
で
は
野
生
鳥
獣
と
の
棲
み
分
け
を

実
現
す
る
た
め
に
、
村
内
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
林
業
被
害
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
て
を
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
村
民
の
皆
様
の
協
力
が
必

要
で
す
。
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　
産
業
建
設
課
　
農
林
係

　
☎
0
2
6
9
│

8
7
│

3
1
1
3

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
育
児
・
介
護
・
障
が
い
・
貧

困
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
窓
口
と
な

り
、
地
域
全
体
で
そ
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
日
頃
抱
え
て
い
る
悩
み
事
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
民
生
課
　
住
民
福
祉
係

　
☎
0
2
6
9
│

8
7
│

3
1
1
4

　
農
産
物
や
食
品
を
パ
ッ
ク
詰
め
し
た

り
、
学
校
等
に
お
い
て
体
重
を
測
定
す

る
「
は
か
り
」
は
、
2
年
に
1
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
定
期
検
査
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
の
「
は
か

り
」
を
持
参
し
、
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代

金
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
検
査
の
際
は
、「
は
か
り
」

に
付
着
し
た
粉
、
水
分
、
ほ
こ
り
等
を

落
と
し
て
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
程
】

　
6
月
5
日
㈬

　
秋
山
支
所
　
午
前
9
時
〜
10
時
半

　
栄
村
役
場
　
午
後
1
時
〜
3
時

【
問
合
せ
先
】

　
商
工
観
光
課
　
企
業
係

　
☎
8
7
│

3
3
5
5

　
長
野
県
計
量
検
定
所

　
検
定
・
検
査
課

　
☎
0
2
6
3
│

4
7
│

4
0
0
6

 

街
頭
指
導 

5
月
13
日
㈪
〜
20
日
㈪

※
土
日
を
除
く
6
日
間

 

交
通
指
導
所 

日
時
：
5
月
13
日
㈪

　
　
　
午
前
7
時
40
分
〜
8
時
10
分

場
所
：
国
道
1
1
7
号
　
宮
野
原
橋
西 

　
　
　
待
避
所 

内
容
：
呼
び
か
け
、チ
ラ
シ
等
の
配
布
、

　
　
　
県
下
一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
　
　
状
況
調
査

日
時
：
5
月
14
日
㈫
午
後
2
時

場
所
：
国
道
1
1
7
号

○
募
集
人
数
　
3
名

○
研
修
期
間
　
2
0
1
9
年
9
月
か
ら

2
0
2
0
年
8
月
（
1
年
間
）

○
研
修
期
間
　
中
国
河
北
大
学
国
際
交

流
教
育
学
院

○
主
な
研
修
内
容
　
中
国
語
の
学
習
、

中
国
の
政
治
・
経
済
等

○
応
募
締
切
　
2
0
1
9
年
5
月
10
日

【
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
県
民
文
化
部
国
際
課

　
☎
0
2
6
│

2
3
5
│

7
1
8
8

　
全
国
各
地
で
は
、
豪
雨
や
台
風
に
よ

る
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
5
月
の
水
防
月
間
は
、
こ
の
よ

う
な
災
害
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
水
防
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
天
気
予
報
に
関
心
を
持
つ

と
と
も
に
、
防
災
マ
ッ
プ
等
を
参
考
に

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

◇
実
施
期
間

　
5
月
1
日
㈬
〜
5
月
31
日
㈮

野
生
鳥
獣
被
害
の

 

報
告
の
お
願
い

５
月
は
水
防
月
間
で
す

5
月
12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す

中
国
河
北
大
学
長
野
県
派
遣

研
修
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

取
引・証
明
用
に

使
用
す
る「
は
か
り
」の

定
期
検
査
に
つ
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す

秋
山
郷
山
開
き
が

 

行
わ
れ
ま
す

　
毎
年
恒
例
の
苗
場
山
、
鳥
甲
山
、
佐

武
流
山
の
山
開
き
が
左
記
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
：
6
月
1
日
㈯
午
前
10
時

場
所
：
苗
場
神
社
前
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長
野
県
内
の
保
健
所
（
保
健
福
祉
事

務
所
）
で
は
、
風
し
ん
の
流
行
と
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、
発
疹
・
発
熱
・
リ
ン
パ

節
の
腫
れ
が
特
徴
の
感
染
症
で
す
が
、

妊
娠
中
、
特
に
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に

か
か
る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
、

目
、
心
臓
な
ど
に
障
害
を
引
き
起
こ
す

こ
と
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
将
来
の
赤
ち
ゃ
ん
を
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
か
ら
守
る
た
め
に
、
風
し
ん

抗
体
検
査
を
受
け
て
免
疫
の
有
無
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

⑴
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

⑵
風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
等
の
配

偶
者
・
同
居
家
族

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

①
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と

が
あ
り
、
抗
体
が
高
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
方

②
昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年

風
し
ん
抗
体
検
査
に

つ
い
て

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｐ
Ｒ
に

行
っ
て
き
ま
し
た

ダ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
に
つ
い
て

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

（
市
町
村
が
実
施
す
る
風
し
ん
抗
体

検
査
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
0
2
6
9
│

6
2
│

6
1
0
4

　
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
は
、
地
域
密

着
協
働
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
活
動
を
し
て
お
り
、
長
野
・
北
信
地

域
の
自
治
体
が
支
援
団
体
に
な
っ
て
い

ま
す
。
栄
村
は
平
成
25
年
か
ら
支
援
団

体
で
す
。

　
3
月
17
日
と
24
日
、
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ

ア
ム
で
の
試
合
前
に
支
援
自
治
体
の

小
学
生
が
市
町
村
旗
を
も
っ
て
入
場

を
し
ま
し
た
。
栄
村
か
ら
は
さ
か
え
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

員
が
栄
村
旗
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
間

近
で
観
る
サ
ッ
カ
ー
は
迫
力
が
あ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
も
熱
気
が
あ
り
ま

し
た
。

　
毎
年
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
か
ら

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
の
試
合
）
の
招
待
券
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
に
配

布
し
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
8
7
│

3
1
1
8
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　「
ダ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、

写
真
を
通
じ
て
、
ダ
ム
の
役
割
や
ダ
ム

と
周
辺
環
境
と
の
調
和
な
ど
を
一
般
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
で
34

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
以
下
の
要

領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

⑴
「
ダ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
で
、

ダ
ム
堤
体
も
し
く
は
関
連
構
造
物
が

映
っ
て
い
る
も
の
が
対
象
で
す
。
ダ

ム
の
工
事
中
・
完
成
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
砂
防
ダ
ム
は
除
き
ま
す
。

⑵
応
募
締
め
切
り

　
2
0
1
9
年
9
月
30
日
㈪
ま
で

⑶
応
募
先
及
び
詳
細

　
東
京
都
台
東
区
池
之
端
2
│

9
│

7

　
池
之
端
日
殖
ビ
ル
２
階

　（
一
財
）
ダ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー

　
ダ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
☎
0
3
│

5
8
1
5
│

4
1
6
1

　http://w
w
w
.jdec.or.jp
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.47

　

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
現
在
、
外
で
は

雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
ま
す
。
都
会
で
は
桜

が
満
開
で
す
、
と
伝
え
ら
れ
る
の
に
こ
ち
ら

は
ま
だ
雪
化
粧
満
開
状
態
で
す
。
こ
の
号
が

で
て
い
る
頃
は
少
し
は
春
ら
し
く
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
雪
解
け
と
温
か
さ
が
今
か

ら
恋
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
月
末
に
毎
年
行
っ
て
い
る
大
阪
府
の
小

学
校
へ
の
雪
運
び
、
雪
遊
び
イ
ベ
ン
ト
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
連
続
開
催
、
並
び
に
先
方

の
地
域
協
議
会
の
宣
伝
が
広
ま
っ
て
お
り
、

年
毎
に
参
加
者
が
百
人
く
ら
い
ず
つ
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
年
は
天
候
不
良

に
よ
る
日
程
調
整
が
相
次
ぎ
、
か
な
り
ド
タ

バ
タ
と
し
た
開
催
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
が

子
供
達
の
楽
し
そ
う
な
顔
と
声
に
満
足
感
と

喜
び
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
の
難

し
さ
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
各
地
域
が
観

光
を
意
識
し
て
い
る
現
在
、
地
元
を
宣
伝
す

る
に
は
地
元
な
ら
で
は
の
魅
力
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
実
際
に
地
元
に
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
一
番
簡
単
に
そ
れ
ら
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
が
、
出
張
Ｐ
Ｒ
だ
と
言
葉
や
映
像

で
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
が
と
て
も
難
し
い
で

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
多
々
あ
る

な
ら
既
存
の
手
段
と
は
違
っ
た
宣
伝
手
段
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
と
考
え
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
三
月
に
秋
山
地
域
で

雪
上
運
動
会
で
は
な
く
室
内
運
動
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
に
も
主
体
が

異
な
り
ま
す
が
地
域
運
動
、
文
化
祭
を
行
い

ま
し
た
が
「
外
出
し
に
く
い
冬
場
こ
そ
皆
で

集
ま
っ
て
体
を
動
か
さ
な
き
ゃ
」
と
い
う
考

え
か
ら
で
し
た
。
告
知
の
際
に
は
お
宅
に
直

接
参
加
を
嘆
願
に
行
く
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
開
催
時
に
は
予

想
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

中
に
は
か
な
り
久
し
ぶ
り
の
再
会
の
方
々
が

い
て
く
だ
さ
り
良
い
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
て
の
感
想
は
一

つ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
段
取
り
が

悪
く
時
間
が
お
し
た
り
な
ど
の
失
敗
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
勢
で
笑
い
合
え
る
な
ど
大
変

楽
し
く
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
考
え
て

み
れ
ば
集
会
、
総
会
、
懇
親
会
な
ど
各
集
落

で
の
集
ま
り
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
け
れ
ど
、

集
落
を
越
え
た
集
ま
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
大
勢
で
集
ま
れ
る
大

切
さ
を
大
事
に
し
て
今
後
も
こ
ん
な
会
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

五
月
か
ら
は
元
号
も
令
和
に
な
り
栄
村
も

い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
時
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
隊
と
し
て
地
域

の
力
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川
泰
正
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

こ
の
深
雪
の
地
に
も
や
っ
と
春
が
来
ま

し
た
ね
。

　

今
年
は
４
月
に
入
っ
て
か
ら
の
大
雪
も

あ
り
ま
し
た
が
、
３
月
か
ら
暖
か
い
日
が

続
き
、
３
月
25
日
に
は
サ
シ
バ
の
飛
来
が

志
久
見
で
確
認
で
き
る
な
ど
、
春
が
来
る

の
が
少
し
早
い
よ
う
な
気
も
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
鳥
類
で
は
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
や
オ

オ
ル
リ
な
ど
も
暖
か
く
な
る
と
栄
村
に
渡

っ
て
く
る
渡
り
鳥
で
す
。

　

他
に
も
、
花
で
は
カ
タ
ク
リ
、
フ
ク
ジ

ュ
ソ
ウ
、
ア
マ
ナ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
や
イ
チ

リ
ン
ソ
ウ
、
昆
虫
で
は
ギ
フ
チ
ョ
ウ
、
ま

た
、
雪
解
け
の
時
だ
け
現
れ
る
滝
も
栄
村

に
春
を
知
ら
せ
る
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
今
年
も
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議

会
で
は
こ
れ
ら
の
雪
国
で
し
か
見
ら
れ
な

い
お
宝
を
見
つ
け
な
が
ら
歩
く
、「
お
宝

巡
り
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
各
回
ご

と
に
そ
の
時
し
か
見
ら
れ
な
い
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
程
を
空
け
て
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

現
状
の
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す

が
、
変
更
す
る
場
合
は
、
こ
の
紙
面
や
告

知
放
送
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

�
（
文
責　

越
智
）

㊽

▲フクジュソウ
（栄村自然植物園）

苗
場
山
麓『
お
宝
巡
り
』の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

５
月
19
日
㈰　

９
時
～
15
時
30
分

　

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
・
山
伏
山
方
面

を
め
ぐ
り
ま
す
。

　

参
加
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】
帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩

い
て
も
大
丈
夫
な
服
装

【
持
ち
物
】
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
お
持
ち
の
方
）

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

６
月
以
降
の
野
外
活
動
予
定

【
日
時
・
内
容
】

〇
７
月
13
日
㈯　

９
時
～
15
時
30
分

　

津
南
町　

見
玉
・
石
落
し
方
面

〇
９
月
８
日
㈰　

９
時
～
15
時
30
分

　

栄
村　

箕
作
・
小
滝
方
面

〇
11
月
９
日
㈯　

９
時
～
15
時
30
分

　

秋
山
郷
・
雑
魚
川
沿
い
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とってもおトクな特定健診を受けましょう！

　

３
月
27
日
㈬
午
後
２
時
か
ら
栄
村
役

場
議
場
兼
大
会
議
室
を
会
場
に
自
然
講

座
５
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

過
去
４
回
の
自
然
講
座
は
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
観
察
が
主
で
し
た
が
、
今
回
は

座
学
で
し
た
。
栄
村
の
人
に
は
身
近
な

関
田
山
脈
と
千
曲
川
の
成
り
立
ち
に
つ

よ りだ健保

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　来月６月には、栄村総合健診が始ま
ります。今回はお金の面からみた特定
健診のおトクさをお知らせします。
　右のグラフは栄村の平成28年度の国
保加入者の１人あたりの医療費です。
　健診受診者の方が１万円以上少なく
なっています。
　健診で自分の体の異常を早期発見し
重症になる前に治療できるため、医療費が少なく抑えられるのです。
　また受診料について人間ドックと比べると、ドックは３～４万円ほどかかるのに対し、特定健診は
自己負担1,200円で受診できます。さらに70歳以上の方は無料です。そして、村の健診日を逃した方は、
県内の医療機関で受診できる制度もあります。
　この記事を読んで健診を受診したくなった方は是非、健康支援係までご連絡ください。

健診未受診者の生活習慣病治療費

健診受診者の生活習慣病治療費

〈医療費〉

0 10,000 20,000 30,000

23,678円

10,138円

い
て
、
地
形
・
地
質
担
当
の
清
水
岩
夫

執
筆
員
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
34
名
で
、
そ
の
内
、
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
を
務
め
る
津
南

町
の
皆
さ
ん
な
ど
村
外
の
方
は
13
名
で

し
た
。

　

千
曲
川
を
挟
ん
で
小
滝
側
に
大
き
く

膨
ら
ん
だ
青
倉
の
四
ツ
廻
り
や
役
場
庁

舎
南
側
の
断
崖
絶
壁
の
成
立
な
ど
に
つ

い
て
質
問
も
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

福
原
国
吉
家
文
書
寄
贈

鈴
木
喬
家
所
蔵
資
料
寄
贈

自
然
講
座
５
開
催

　

２
月
、
小
赤
沢
の
福
原
廣
司
氏
か
ら

福
原
家
に
代
々
伝
わ
る
古
文
書
が
村
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
福
原
家
は
江
戸
時

代
、
箕
作
村
秋
山
組
の
組
頭
を
務
め
ま

し
た
。
天
明
の
飢
饉
の
よ
う
す
を
記
し

た
文
書
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ先 健康支援係　☎0269-87-3020

　

４
月
、
志
久
見
の
鈴
木
喬
氏
か
ら
、

天
代
ト
ド
遺
跡
等
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石

器
・
土
器
１
８
７
点
が
村
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
喬
氏
の
先
代
は
益
久
氏
で
、

昭
和
39
年
発
刊「
栄
村
史
堺
編
」の
編
集

委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

石
器
・
土
器
は
そ
の
際
に
収
集
さ
れ
た

も
の
で
、出
土
し
た
場
所
が
明
記
さ
れ
、

し
っ
か
り
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
原

始
・
古
代
執
筆
の
資
料
と
し
て
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８
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　北信州の名湯
として全国にそ
の名を轟かせる
馬曲温泉。
　絶景の野天風
呂からは目の前
に高社山、晴れ
た日は遠く北ア
ルプスまで望むことができます。
　また、温泉に浸かりながら四季折々の自然にふれる
ことができるのも魅力です。
　その他、檜づくりの内風呂や食事処「鞍掛の茶屋」
も併設されており、ゆったりと過ごすことができます。
　日頃の疲れを癒しに馬曲温泉を訪れてみてはいかが
ですか。
◇営業時間　午前８時～午後９時
　　　　　　（最終受付 午後８時30分）
◇定 休 日　毎週水曜日（祝日・お盆・年末年始を除く）
◇問い合わせ　馬曲温泉 望郷の湯　☎0269-82-4028

　今年も恒例の「たけ
のこまつり」が開催さ
れます。旬の採れたて
新鮮な「根曲がり竹づ
くし」に舌鼓を打ちま
せんか。

●期間：６月７日㈮～
　　　　16日㈰
●時間：午後６時30分
　　　　～午後８時30分
●場所：河原湯と大湯の間の路地裏
●出品料理例：竹の子汁、竹の子姿焼き、竹の子の天
　　　　　　　ぷら、たこやき、焼きそば、その他
※近くに駐車場はありませんので、横落駐車場をご利
　用ください。
●問い合わせ　野沢温泉観光協会　☎0269-85-3111

名物絶景野天風呂
馬曲温泉 望郷の湯へお越しください 野沢温泉たけのこまつり

　子育て支援センター・Tap・公民館では、さつま芋
植えを開催します。
■内　容　なじょもん畑にさつま芋植えをします。
■日　時　５月22日㈬　午前９時30分～11時30分
　　　　　なじょもん芝生に集合
■会　場　なじょもん畑
■参加申込方法
　子育て支援センター・津南町公民館にチラシ＆申込
用紙がありますので、記入して公民館又は、子育て支
援センターに提出をお願いします。
■持ち物　長袖・長ズボン・長靴・帽子・着替え・レ

ジャーシート・飲み物・軍手・ビニール袋・
虫よけスプレーなど

■対象者　未就園児の親子
■その他　雨天の場合は、なじょもん館内で親子ふれ

あい遊び＆お楽しみタイムなどをします。
さつま芋植えは５月23日㈭にします。

■お問い合わせ
　子育て支援センター　☎765-2738
　津 南 町 公 民 館　☎765-3134

　飯山市の農村女性の皆さんが中心となり「これぞ飯
山のおいしい農産物」というアスパラを市内外にＰＲ
して、開業後に新幹線で信越自然郷に訪れる人々を多
く迎えたいという目的で始まった「信越自然郷アスパ
ラまつり」。
　今回は旧飯山駅前広場を会場に開催します。飯山の
アスパラを味わいにぜひお越しください。
■日　時　５月26日㈰　10：30～14：00
　　　　　（アスパラはなくなり次第終了です）
■会　場　旧飯山駅前広場

さつま芋植え＆
親子ふれあい遊びinなじょもん 第7回 信越自然郷アスパラまつり

が開催されます

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

特売市には毎年長蛇の列ができます
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３月火災・救助・救急出動件数

最高気温 21.5℃ ３月21日㈭

最低気温 －3.7℃ ３月17日㈰

平均気温 3.8℃ 総 雨 量 112.5㎜

栄村の気象（３月）

世帯数 817世帯 前月比－1
人　口 1,828人 －13
男 878人 －4
女 950人 －9

出生 1
死亡 2
転入 9
転出 21

世帯と人口（４月１日現在） ３月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 0 111 飯山日赤� 5

津南病院� 1
そ の 他� 0
不 搬 送� 1
合　　計� 7
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 1 29

野沢温泉村 0 0 30

栄 村 0 0 7

管 轄 外 等 0 0 4

くらしの火　油断をすれば　てごわい火

５月の納税等
○国民健康保険税　　　　○介護保険料
○後期高齢者医療保険料　○村営住宅料
○ケーブルテレビ使用料　○教員住宅使用料
○合併浄化槽使用料　　　○保育料
○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　　　○学童保育料　

◆◆ 編集後記 ◆◆

　４月より広報を担当することになりまし
た齋藤です。より多くの方に広報を読んで
いただき「栄村の今」をお伝え出来たらと
思っています。よろしくお願いします。
　最近は日中も気温が上がり春らしい陽気
となりましたが、未だに朝晩と冷え込んで
います。
　体調を崩しやすいので健康管理には十分
に気を付けましょう。

生活カレンダー５月
１
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈯
ま
で

　
　
　
　

山
路
智
恵
の
絵
手
紙「
東
京
百
景
」開
催

【
ス
キ
ー
場
】

10
日
㈮　

竹
の
子
狩
り
遠
足
【
栄
小　

終
日
】

11
日
㈯
・
12
日
㈰　

村
内
一
斉
美
化
運
動

12
日
㈰　

北
信
消
防
協
会
大
観
閲
式

【
飯
山　

12
時
半
】

14
日
㈫　

保
育
園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

９
時
】

19
日
㈰　

空
き
瓶
回
収
【
栄
小　

７
時
半
】

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業【
栄
中　

９
時
】

20
日
㈪　

防
犯
訓
練
【
栄
中
】

22
日
㈬　

県
立
歴
史
館
見
学
【
栄
小
６
年
生
】

28
日
㈫　

保
育
園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

９
時
】

　
　
　
　

地
震
体
験
車
【
北
信
保
育
園　

10
時
】

６
月

１
日
㈯　

苗
場
山
等
山
開
き【

苗
場
神
社
前　

10
時
】

13
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

20
日
㈪　

あ
そ
び
の
教
室【

北
信
保
育
園　

９
時
半
】

28
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

６
月

３
日
㈪　

心
理
相
談
【
第
２
会
議
室　

９
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　５月31日㈮です
口座振替日
　農協・郵便局　　　５月22日㈬
　八十二銀行・県信　５月27日㈪

佑




